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重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策 のののの 概 要概 要概 要概 要

政 策 課 題 Ⅲ 効率的・効果的な基盤整備 所 管 部 局 土木部 まちづくり推進局

〔施策の方向性〕 〔事業の概要〕 （ ）内は２０年度当初予算額
①効果の高い事業や緊急性のある事業へ「選択と集中」 「選択と集中」による道路整備の推進

（Ｈ２０年度に策定した「奈良の今後５ケ年の道づくり重点戦略」の推進）

「奈良の今後５ケ年の道づくり重点戦略」の着実な推進

① 効率的・効果的な幹線道路ネットワークの形成 ○新企業立地支援事業（スマートＩＣ）【県政重点課題推進枠】
（供用目標宣言路線・重点整備宣言箇所） 【再掲】４００百万円（⑳ －百万円）

② 道路が有する課題（渋滞、事故等）の大きい箇所の効率的な解消 昭和工業団地等の企業立地を促進し、地域経済の活性化のために、西名阪自動車道（法隆寺ＩＣ～郡
③ まちづくりや観光振興施策を支える真に必要な道路の重点的整備 山ＩＣ間）に国の許可を得たうえで西名阪スマートＩＣのインフラ整備を図る。補助道路整備事業（通常分）（一部２０年度２月補正予算） ９，００３百万円（⑳８，７８３百万円）うち２月補正 １００百万円

〔施策展開イメージ〕 国庫補助事業として道路整備を実現するために必要な経費で、主要路線への重点的投資により事業効果の早期発現、地域経済の活性化を図る。補助橋りょう整備事業 ３，３５０百万円（⑳５，１３０百万円）国庫補助事業として橋りょう整備を行うために必要な経費で、主要路線の橋りょう整備への重点的投資により事業効果の早期発現、地域経済の活性化を図る。地域自立活性化交付金事業（交通アクセス分） ７６百万円（⑳ １９０百万円）国庫補助事業として道路整備を実現するために必要な経費で、主要路線への重点的投資により事業効果の早期発現地域経済の活性化を図る。単独道路整備事業 １，８７９百万円（⑳２，６８７百万円）県単独公共事業費の重点的投資を行うため、整備箇所の絞り込みを行い、なら半日交通圏道路網構想のネットを形成する主要路線での事業効果の早期発現を図る。直轄道路事業費負担金 ８，２１６百万円（⑳８，２１６百万円）道路法第５０条により、京奈和自動車道を含めた国の直轄区間における事業（新設、改築、維持、修繕、その他の管理）にかかる部分の事業費をそれぞれの負担割合に応じて負担する。補助交通安全施設整備事業 １，５９０百万円（⑳１，９４８百万円）事故多発地点における事故削減対策として交差点改良・道路照明等の設置を行うとともに、バリアフリー歩行空間ネットワーク整備のための歩道拡幅、既設歩道の段差解消等を実施する。また、世界遺産を中心とした観光地とその周辺地において、来訪者にもてなしできるようなやさしい環境づくりを図る。単独交通安全施設整備事業 １２７百万円（⑳ １４３百万円）事故多発地点における事故削減対策として横断防止柵・道路照明等の設置を行うとともに、バリアフリー歩行空間ネットワーク整備のための歩道設置、既設歩道の段差解消等を実施する。○新ヘリポート施設維持修繕費 １０百万円（⑳ －百万円）奈良県ヘリポートは、公共用ヘリポートとして平成 10 年 12 月に開港して以来 10 年を経過し、今後大規模な施設・設備の改修が必要となることから、効果的かつ計画的な施設整備を進める。

道づくり重点戦略における『選択と集中』の考え方

① 効率的・効果的な幹線道路ネットワークの形成

　　　・京奈和自動車道のアクセス道路の供用目標（供用目標宣言路線）や

　　　　重点的に整備する箇所（重点整備宣言箇所）を宣言し、選択と集中

② 道路が有する課題の大きい箇所の効率的な解消

　　・交通安全、渋滞対策などについて、客観的なデータに基づき、

　　　効果の高い箇所へ選択と集中

③ まちづくりや観光振興施策を支える真に必要な道路の重点的整備

　　・県民に公開する各種の計画において、道路の必要性や活用の方法が

　　　明確になっている箇所へ選択と集中

役
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重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策 のののの 概 要概 要概 要概 要

政 策 課 題 Ⅲ 効率的・効果的な基盤整備 所 管 部 局 土木部 まちづくり推進局

〔事業の概要〕補助街路事業（通常分） ８，７７７百万円（⑳９，４１０百万円）ＪＲ奈良駅付近連続立体交差事業、関連街路、中和幹線、奈良西幹線の整備等を図る。単独街路事業 ６０２百万円（⑳ １６０百万円）ＪＲ奈良駅付近連続立体交差事業、関連街路、中和幹線、奈良西幹線、城廻り線の整備等を図る。補助土地区画整理事業 ２７５百万円（⑳ １３０百万円）土地区画整理事業を実施する土地区画整理組合に対する補助金を交付する。関西文化学術研究都市高山第２工区検討調査事業 ４０百万円（⑳ ２０百万円）大学・研究開発型産業施設等を中心とするまちづくりの実現可能性を検討する。
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重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策 のののの 概 要概 要概 要概 要

政 策 課 題 Ⅲ 効率的・効果的な基盤整備 所 管 部 局 土 木 部

〔施策の方向性〕 〔事業の概要〕 （ ）内は２０年度当初予算額
①効果の高い事業や緊急性のある事業へ「選択と集中」

「選択と集中」による浸水被害対策の推進
「浸水常襲地域における減災対策緊急プログラム（平成１９年度成果報告）」の推進 （「浸水常襲地域における減災対策緊急プログラム（平成１９年度成果報告）」の推進）

・浸水常襲地域における減災対策河川の重点整備を推進する。 補助河川改修事業 ３，３１３百万円（⑳２，９６６百万円）
・さらに、浸水常襲地域の減災対策河川の中でも、浸水戸数の多い河川や浸水 台風や集中豪雨による浸水被害を軽減し災害を防止するとともに、開発に伴う洪水の流出増加に対応す
回数の多い河川、土地区画整理事業等の市町村事業との連携事業箇所に重点 るため、継続的に河川改修や流域対策を進め治水安全度の向上を図る。
配分を行う。 単独河川改良事業 ９０５百万円（⑳１，３９８百万円）全体事業費や浸水被害実績等で国庫補助事業の採択要件に満たないもののうち、治水安全度の確保また

〔施策展開イメージ〕 は河川環境改善の観点から早急に対策を講じなければならないものについて整備を行う。○重点投資の背景 補助ダム建設事業 ７６０百万円（⑳ ４１０百万円）改修が困難な密集市街地河川において、上流にダムを建設し、洪水調整を行うとともに水環境の改善を図る。補助ダム堰堤改良事業 １３８百万円（⑳ １９８百万円）堆砂対策・遠隔監視等により県管理ダムの施設を改修・改良し、適切なダム管理機能の確保、ダム管理の安全性の向上を図るとともに、ダム管理費のコスト縮減を図る。直轄河川事業負担金 １，４２４百万円（⑳１，２７３百万円）河川法第 60 条により、国の直轄区間における 1 級河川、ダム等改修事業にかかる部分の事業費をそれぞれの負担割合に応じて負担する。

○浸水常襲地域における減災対策河川への重点投資による予算配分
１１１１．．．．現状現状現状現状とととと課題課題課題課題 奈良県内の浸水被害の現状、原因分析、課題２２２２．．．．減災対策減災対策減災対策減災対策のののの実施方針実施方針実施方針実施方針● ハード対策（河川・下水道等の整備、流域対策の実施、施設の維持管理）● ソフト対策（防災情報の提供、地域防災力の充実、土地利用の方針）３３３３．．．．浸水常襲地域浸水常襲地域浸水常襲地域浸水常襲地域（（（（９６９６９６９６地域地域地域地域））））におけるにおけるにおけるにおける減災対策減災対策減災対策減災対策（１）浸水常襲地域のうち、今後概ね５年間を目途に、浸水被害を軽減する地域は２８地域。（２）浸水常襲地域のうち、中長期的に浸水被害を軽減する地域は１２地域。◎なお、減災対策の実施に向け事業工程等について引き続き検討を実施している地域は８地域。（３）浸水常襲地域のうち、浸水被害の軽減に向け継続的に維持管理を実施する地域は３地域。（４）引き続き原因分析、減災対策の検討を関係課及び市町村とともに実施する地域は４５地域。

浸水常襲地域における減災対策緊急プログラム（平成19年度成果報告）
浸水被害軽減対策実施河川

・戦後最大の被害を被った昭和５７年８月の洪水以降も浸水被害が頻発・平成１８年８月の集中豪雨では桜井市の市街地部において約２００戸の浸水被害が発生・平成１９年７月１６日～１７日にかけての集中豪雨で、大和川流域中南部において１，０００戸を超える浸水被害が発生＜＜＜＜背景背景背景背景・・・・目的目的目的目的＞＞＞＞＜＜＜＜背景背景背景背景・・・・目的目的目的目的＞＞＞＞浸水被害の原因として、河川からの溢水だけではなく内水、水路からの溢水など様々な要因が考えられることから、これまで以上に関係部局が連携し、浸水被害の軽減に向けた取り組みを進める必要があるため、県庁内に「浸水常襲地域における減災対策検討会議」を設置。※※※※浸水常襲地域浸水常襲地域浸水常襲地域浸水常襲地域とはとはとはとは、、、、昭和昭和昭和昭和５７５７５７５７年以降年以降年以降年以降（Ｓ（Ｓ（Ｓ（Ｓ５７５７５７５７災含災含災含災含まずまずまずまず））））３３３３回以上回以上回以上回以上のののの浸水浸水浸水浸水がががが発生発生発生発生しているしているしているしている地域地域地域地域。。。。
浸水浸水浸水浸水被害被害被害被害のののの発生発生発生発生

浸水常襲地域における減災対策検討会議の設置

浸水常襲地域における減災対策河川（16河川）竜田川、富雄川、葛下川、高田川、地蔵院川、紀の川、飛鳥川、三代川、菰川、広瀬川、尾張川、米川、寺川、布留川北流、小金打川、新川主要河川（1０河川）葛城川、曽我川、大和川、蟹川、布留川南流、秋篠川、宇陀川、山田川、安位川、能登川浸水常襲地域における減災対策河川（16河川）竜田川、富雄川、葛下川、高田川、地蔵院川、紀の川、飛鳥川、三代川、菰川、広瀬川、尾張川、米川、寺川、布留川北流、小金打川、新川主要河川（1０河川）葛城川、曽我川、大和川、蟹川、布留川南流、秋篠川、宇陀川、山田川、安位川、能登川
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重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策 のののの 概 要概 要概 要概 要

政 策 課 題 Ⅲ 効率的・効果的な基盤整備 所 管 部 局 土 木 部

〔施策の方向性〕 〔事業の概要〕 （ ）内は２０年度当初予算額
①効果の高い事業や緊急性のある事業へ「選択と集中」

○○○○ 「「「「選択選択選択選択とととと集中集中集中集中」」」」によるによるによるによる土砂災害対策土砂災害対策土砂災害対策土砂災害対策のののの推進推進推進推進
（Ｈ２１年度中に土砂災害対策の実施計画を策定） （Ｈ２１年度中に土砂災害対策の実施計画を策定）

・「保全対象の重要度が高く、危険度の高い箇所」の土砂災害対策を重点的に実施 【通行の安全確保（道路防災）】
する。

・その他の箇所については、警戒避難体制の整備を推進する。 道路災害防除事業道路災害防除事業道路災害防除事業道路災害防除事業 【再掲】６０２百万円（⑳９１０百万円）国庫補助事業による県管理国道の災害防除事業を行う。
〔施策展開イメージ〕 緊急地方道路整備事業（災害防除） 【再掲】５１０百万円（⑳５７２百万円）緊急地方道路整備事業による災害防除事業及び「（仮称）道路防災実施計画」の策定を行う。道路自然災害防止事業 【再掲】 ４０百万円（⑳１２８百万円）自然災害防止事業債により道路災害の発生防止を図る。単独道路災害防除事業 【再掲】１３９百万円（⑳ ９５百万円）県単独事業として県管理道路の災害防除事業を行う。

【人命人命人命人命・・・・財産財産財産財産のののの保全保全保全保全（（（（砂防砂防砂防砂防））））】】】】○新砂防基本計画調査事業砂防基本計画調査事業砂防基本計画調査事業砂防基本計画調査事業 【再掲】 ２０百万円（⑳ －百万円）土砂災害危険箇所の客観的危険度評価土砂災害危険箇所を「保全対象の重要度」と「危険度」から評価しハード対策の必要な箇所を選択するため、各危険箇所の土砂災害に対する客観的な危険度評価手法を整理し評価を行う。砂防関係事業調査砂防関係事業調査砂防関係事業調査砂防関係事業調査 【再掲】２１０百万円（⑳２１０百万円）土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等の指定のための基礎調査を実施。補助砂防事業補助砂防事業補助砂防事業補助砂防事業（（（（通常分通常分通常分通常分）））） 【再掲】２，７０４百万円（⑳３，０７１百万円）国庫補助事業による、砂防事業、地すべり対策事業、急傾斜地崩壊対策事業を行う。単独砂防事業単独砂防事業単独砂防事業単独砂防事業（（（（一部一部一部一部２０２０２０２０年度年度年度年度２２２２月補正予算月補正予算月補正予算月補正予算）））） 【再掲】２０５百万円（⑳３０３百万円）うち２月補正 ４５百万円県単独事業として、砂防事業、地すべり対策事業、急傾斜地崩壊対策事業を行う③③③③ 対 策対 策対 策対 策 のののの 方 針方 針方 針方 針通 行 の 安 全 確 保 （道 路 防 災 ） 人 命 ・財 産 の 保 全 （砂 防 ）
中 山 間 地 域 に お け る 生 活 基 盤 の 安 全 の 確 保 を 図 る「 （仮 称 ）道 路 防 災 実 施 計 画 」に 基 づ い て「選 択 と 集 中 」で 対 策 を 実 施緊 急 時 の 迅 速 な 対 応 が 可 能 な体 制 の 整 備 ・強 化 危 険 度 と 重 要 度 に よ る 「選 択 と 集 中 」で対 策 を 実 施土 砂 災 害 警 戒 区 域 の 指 定 等 に よ る地 域 の 警 戒 避 難 体 制 の 整 備 支 援ハ ー ド 対 策ソ フ ト対 策

保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象 のののの 重 要 度重 要 度重 要 度重 要 度危険度危険度危険度危険度 ハ ー ドハ ー ドハ ー ドハ ー ド 対 策対 策対 策対 策ソ フ トソ フ トソ フ トソ フ ト対 策対 策対 策対 策危 険 度危 険 度危 険 度危 険 度 とととと 保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象 （（（（道 路道 路道 路道 路 ・・・・集 落集 落集 落集 落 ））））のののの 重 要 度重 要 度重 要 度重 要 度 をををを 評 価評 価評 価評 価
道 路 防 災道 路 防 災道 路 防 災道 路 防 災 砂砂砂砂 防防防防危 険 度危 険 度危 険 度危 険 度保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象 のののの重 要 度重 要 度重 要 度重 要 度 ・土 砂 災 害土 砂 災 害土 砂 災 害土 砂 災 害 のののの 危 険 度危 険 度危 険 度危 険 度 の 評 価斜 面 の 要 因 ： 地 形 、地 質 、 植 生 、変 状 （亀 裂 、 崩 壊 、転 石 等 ）

避 難 所 要 援 護 者 施 設
・路 線 の 重 要 度 （ e x .緊 急 輸 送 路緊 急 輸 送 路緊 急 輸 送 路緊 急 輸 送 路 ）の 評 価・災 害 時 の 代 替 性 （迂 回 路迂 回 路迂 回 路迂 回 路 のののの 有 無有 無有 無有 無 ）の 評 価 ・防 災 上 の 重 要 度 （防 災 拠 点 施 設防 災 拠 点 施 設防 災 拠 点 施 設防 災 拠 点 施 設 ・・・・避避避避難 所難 所難 所難 所 等 ）の 評 価

迂 回 路
土 砂 災 害 危 険 箇 所 土 砂 災 害 危 険 箇 所防 災 上 重 要 施 設 無 し → 重 要 度 （中 ） 防 災 関 連 施 設防 災 関 連 施 設防 災 関 連 施 設防 災 関 連 施 設 をををを 含含含含 むむむむ 集 落集 落集 落集 落 →→→→ 重 要 度重 要 度重 要 度重 要 度 （（（（高高高高 ））））

迂 回 路 有 り → 重 要 度 （中 ）迂 回 路 無迂 回 路 無迂 回 路 無迂 回 路 無 しししし →→→→ 重 要 度重 要 度重 要 度重 要 度 （（（（ 高高高高 ）））） 孤 立 集 落 無 し → 重 要 度 （低 ）孤 立 集 落 有 り → 重 要 度 （中 ）そ の 他 道 路災 害 時 緊 急 輸 送 道 路
砂砂砂砂 防防防防
道 路 防 災道 路 防 災道 路 防 災道 路 防 災
②②②② 保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象 のののの 重 要 度重 要 度重 要 度重 要 度 のののの イ メ ー ジイ メ ー ジイ メ ー ジイ メ ー ジ 図図図図

①①①① 対 策対 策対 策対 策 のののの 「「「「選 択選 択選 択選 択 とととと 集 中集 中集 中集 中 」」」」

③③③③ 対 策対 策対 策対 策 のののの 方 針方 針方 針方 針通 行 の 安 全 確 保 （道 路 防 災 ） 人 命 ・財 産 の 保 全 （砂 防 ）
中 山 間 地 域 に お け る 生 活 基 盤 の 安 全 の 確 保 を 図 る「 （仮 称 ）道 路 防 災 実 施 計 画 」に 基 づ い て「選 択 と 集 中 」で 対 策 を 実 施緊 急 時 の 迅 速 な 対 応 が 可 能 な体 制 の 整 備 ・強 化 危 険 度 と 重 要 度 に よ る 「選 択 と 集 中 」で対 策 を 実 施土 砂 災 害 警 戒 区 域 の 指 定 等 に よ る地 域 の 警 戒 避 難 体 制 の 整 備 支 援ハ ー ド 対 策ソ フ ト対 策

保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象 のののの 重 要 度重 要 度重 要 度重 要 度危険度危険度危険度危険度 ハ ー ドハ ー ドハ ー ドハ ー ド 対 策対 策対 策対 策ソ フ トソ フ トソ フ トソ フ ト対 策対 策対 策対 策危 険 度危 険 度危 険 度危 険 度 とととと 保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象 （（（（道 路道 路道 路道 路 ・・・・集 落集 落集 落集 落 ））））のののの 重 要 度重 要 度重 要 度重 要 度 をををを 評 価評 価評 価評 価
道 路 防 災道 路 防 災道 路 防 災道 路 防 災 砂砂砂砂 防防防防危 険 度危 険 度危 険 度危 険 度保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象 のののの重 要 度重 要 度重 要 度重 要 度 ・土 砂 災 害土 砂 災 害土 砂 災 害土 砂 災 害 のののの 危 険 度危 険 度危 険 度危 険 度 の 評 価斜 面 の 要 因 ： 地 形 、地 質 、 植 生 、変 状 （亀 裂 、 崩 壊 、転 石 等 ）

避 難 所 要 援 護 者 施 設
・路 線 の 重 要 度 （ e x .緊 急 輸 送 路緊 急 輸 送 路緊 急 輸 送 路緊 急 輸 送 路 ）の 評 価・災 害 時 の 代 替 性 （迂 回 路迂 回 路迂 回 路迂 回 路 のののの 有 無有 無有 無有 無 ）の 評 価 ・防 災 上 の 重 要 度 （防 災 拠 点 施 設防 災 拠 点 施 設防 災 拠 点 施 設防 災 拠 点 施 設 ・・・・避避避避難 所難 所難 所難 所 等 ）の 評 価

迂 回 路
土 砂 災 害 危 険 箇 所 土 砂 災 害 危 険 箇 所防 災 上 重 要 施 設 無 し → 重 要 度 （中 ） 防 災 関 連 施 設防 災 関 連 施 設防 災 関 連 施 設防 災 関 連 施 設 をををを 含含含含 むむむむ 集 落集 落集 落集 落 →→→→ 重 要 度重 要 度重 要 度重 要 度 （（（（高高高高 ））））

迂 回 路 有 り → 重 要 度 （中 ）迂 回 路 無迂 回 路 無迂 回 路 無迂 回 路 無 しししし →→→→ 重 要 度重 要 度重 要 度重 要 度 （（（（ 高高高高 ）））） 孤 立 集 落 無 し → 重 要 度 （低 ）孤 立 集 落 有 り → 重 要 度 （中 ）そ の 他 道 路災 害 時 緊 急 輸 送 道 路
砂砂砂砂 防防防防
道 路 防 災道 路 防 災道 路 防 災道 路 防 災
②②②② 保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象保 全 対 象 のののの 重 要 度重 要 度重 要 度重 要 度 のののの イ メ ー ジイ メ ー ジイ メ ー ジイ メ ー ジ 図図図図

①①①① 対 策対 策対 策対 策 のののの 「「「「選 択選 択選 択選 択 とととと 集 中集 中集 中集 中 」」」」
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重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策 のののの 概 要概 要概 要概 要

政 策 課 題 Ⅲ 効率的・効果的な基盤整備 所 管 部 局 土 木 部

〔施策の方向性〕 〔事業の概要〕 （ ）内は２０年度当初予算額
②コストの更なる縮減と平準化

橋梁橋梁橋梁橋梁のののの予防保全予防保全予防保全予防保全のののの導入導入導入導入（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ２１２１２１２１年度中年度中年度中年度中にににに橋梁長寿命化修繕計画橋梁長寿命化修繕計画橋梁長寿命化修繕計画橋梁長寿命化修繕計画のののの策定策定策定策定））））
道路橋道路橋道路橋道路橋やややや都市公園施設都市公園施設都市公園施設都市公園施設などでなどでなどでなどで、、、、長寿命化修繕計画長寿命化修繕計画長寿命化修繕計画長寿命化修繕計画をををを策定策定策定策定しししし、、、、事後的事後的事後的事後的なななな維持修繕維持修繕維持修繕維持修繕からからからから

予防保全的予防保全的予防保全的予防保全的なななな維持修繕維持修繕維持修繕維持修繕へのへのへのへの転換転換転換転換をををを図図図図りりりり、、、、ライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストをををを縮減縮減縮減縮減 橋梁長寿命化修繕計画策定事業橋梁長寿命化修繕計画策定事業橋梁長寿命化修繕計画策定事業橋梁長寿命化修繕計画策定事業 ２８百万円（⑳ １０百万円）
（Ｈ（Ｈ（Ｈ（Ｈ２１２１２１２１年度中年度中年度中年度中にににに橋梁長寿命化修繕計画橋梁長寿命化修繕計画橋梁長寿命化修繕計画橋梁長寿命化修繕計画のののの策定策定策定策定）））） 今後、高度経済成長期に架設された道路橋が急速に老朽化することから、橋梁の長寿命化を図り橋梁の修繕・架け替えにかかる費用の縮減を図り、平準化するためにも早急に策定することが必要。補助橋梁補修事業補助橋梁補修事業補助橋梁補修事業補助橋梁補修事業 ４８０百万円（⑳４６０百万円）

〔施策展開イメージ〕 今後高齢化する道路橋の増加に対応するため、国道及び地方道に架かる橋梁に対し、対処療法的な修繕架け替え（事後保全）から転換を図り、橋梁長寿命化修繕計画に基づく計画的な修繕・架け替え（予防保全）を行う。補助道路整備事業補助道路整備事業補助道路整備事業補助道路整備事業（（（（通常分通常分通常分通常分）））） ７７０百万円（⑳３２０百万円）県管理の国道、地方道の通行の安全確保、安全で快適な道路環境を提供するための道路舗装補修、騒音値が環境基準を超過した区間の周辺環境改善としての低騒音舗装の施工。単独舗装道補修費単独舗装道補修費単独舗装道補修費単独舗装道補修費 ２５２百万円（⑳３１７百万円）安全で快適な道路環境を提供するため道路舗装補修を行う。（補助採択基準に満たない規模）地域自立活性化交付金事業地域自立活性化交付金事業地域自立活性化交付金事業地域自立活性化交付金事業（（（（道路管理課分道路管理課分道路管理課分道路管理課分）））） ４０５百万円（⑳３９１百万円）世界遺産を中心とした観光地とその周辺において来訪者に「おもてなし」できるような環境作りのための道路舗装補修、道路維持修繕を実施。
①奈良県に１５ｍを越える橋梁が６６０橋存在し、老朽化橋梁が増加 建設後50年以上の県管理橋梁数

0100200300400500600700
1978 1983 1988 1993 1998 2003 2008 2013 2018 2023 2028 2033 2038 2043 2048 2053
建設後５０年を向かえる橋梁数これまで 今後現状現状現状現状・・・・課題課題課題課題②今後、補修費用が急増急増急増急増すると懸念■損傷が悪化する前に予防保全を実施→ライフサイクルコストを軽減

①奈良県に１５ｍを越える橋梁が６６０橋存在し、老朽化橋梁が増加 建設後50年以上の県管理橋梁数
0100200300400500600700

1978 1983 1988 1993 1998 2003 2008 2013 2018 2023 2028 2033 2038 2043 2048 2053
建設後５０年を向かえる橋梁数これまで 今後現状現状現状現状・・・・課題課題課題課題②今後、補修費用が急増急増急増急増すると懸念■損傷が悪化する前に予防保全を実施→ライフサイクルコストを軽減

ＨＨＨＨ１９１９１９１９点検結果点検結果点検結果点検結果よりよりよりより、、、、３３３３つのつのつのつのレベルレベルレベルレベルにににに分類分類分類分類健全健全健全健全 予防保全予防保全予防保全予防保全定期点検を実施 損傷抑制する予防保全 大規模な補修・架替え【レベル１】 28橋 9% 【レベル２】 182橋 61% 【レベル３】 90橋 30%事後保全事後保全事後保全事後保全

２９２９２９２９百万円百万円百万円百万円のののの縮減縮減縮減縮減【【【【LCC78百万縮減百万縮減百万縮減百万縮減】】】】 ７０７０７０７０百万円百万円百万円百万円のののの縮減縮減縮減縮減【【【【LCC128百万縮減百万縮減百万縮減百万縮減】】】】

予防保全予防保全予防保全予防保全のののの例例例例鋼橋鋼橋鋼橋鋼橋のののの事例事例事例事例現状 現状国道166号大野橋（1969年架設）橋長６０ｍ コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート橋橋橋橋のののの事例事例事例事例国道309号関屋橋（1993年架設）橋長７２ｍ
予防保全

事後保全 事後保全断面修復・桁補強 ７９百万円【LCC 200百万円】桁補強・床版補修 38百万円【ＬＣＣ 174百万円】桁補強・床版補修 38百万円【ＬＣＣ 174百万円】 予防保全
桁塗装 ９百万円【ＬＣＣ９６百万円】

Ｈ１９点検 300橋

◆◆◆◆予防保全予防保全予防保全予防保全でででで大幅大幅大幅大幅ななななコストコストコストコスト縮減縮減縮減縮減◆◆◆◆ひび割れ注入・劣化防止 ９百万円【ＬＣＣ 72百万円】
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重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策 のののの 概 要概 要概 要概 要

政 策 課 題 Ⅲ 効率的・効果的な基盤整備 所 管 部 局 まちづくり推進局

〔施策の方向性〕 〔事業の概要〕 （ ）内は２０年度当初予算額
②コストの更なる縮減と平準化 都市公園施設の予防保全の導入（H21年度中に(仮称)公園施設長寿命化計画を策定）

道路橋道路橋道路橋道路橋やややや都市公園施設都市公園施設都市公園施設都市公園施設などでなどでなどでなどで、、、、長寿命化修繕計画長寿命化修繕計画長寿命化修繕計画長寿命化修繕計画をををを策定策定策定策定しししし、、、、事後的事後的事後的事後的なななな維持修繕維持修繕維持修繕維持修繕からからからから ○○○○新新新新公園施設長寿命化計画策定事業公園施設長寿命化計画策定事業公園施設長寿命化計画策定事業公園施設長寿命化計画策定事業（（（（都市公園事業調査都市公園事業調査都市公園事業調査都市公園事業調査）））） ６百万円（⑳－百万円）
予防保全的予防保全的予防保全的予防保全的なななな維持修繕維持修繕維持修繕維持修繕へのへのへのへの転換転換転換転換をををを図図図図りりりり、、、、ライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストをををを縮減縮減縮減縮減 既設都市公園において、公園施設の安全性の向上を図るため取り組む「公園施設長寿命化計画
((((HHHH21212121年度中年度中年度中年度中にににに((((仮称仮称仮称仮称))))公園施設長寿命化計画公園施設長寿命化計画公園施設長寿命化計画公園施設長寿命化計画をををを策定策定策定策定）））） 策定事業費補助制度」に即して、「（仮称）公園施設長寿命化計画」を策定する。改築（事後保全）から転換を図り、上記計画に基づく計画的な改善・更新（予防保全）を行う。参考：「公園施設長寿命化計画策定事業費補助制度」

〔施策展開イメージ〕 事後的な維持管理から、予防保全的な維持管理への転換を推進するため、公園施設の長寿命化計画（維持管理方針、改善方針など）の策定に要する経費を、国土交通省が都市公園事業の補助対象とし、地方自治体の公園の計画的な長寿命化対策を推進する。
背 景 ・２０年後には、都市公園のうち半分以上が、設置から３０年を （平成２１年度創設。２１年度から５年間〔一定以上の箇所数または面積の公園を

超えることとなる。 有する地方公共団体は７年間〕に限定）都市公園数の設置経過年数（推計）平成 19年度末 平成 39年度末 30年を超える
31年以上 ２７％ ５６％ 都市公園数は
30年以下 ７３％ ４４％ 約２倍

施策概要 公園施設長寿命化計画公園施設長寿命化計画公園施設長寿命化計画公園施設長寿命化計画（（（（仮称仮称仮称仮称））））のののの策定策定策定策定〔〔〔〔調査調査調査調査のののの実施実施実施実施〕〕〕〕・耐震診断や危険度調査の実施〔〔〔〔計画計画計画計画のののの内容内容内容内容〕〕〕〕 公園施設公園施設公園施設公園施設・公園施設の健全度の把握 長寿命化計画策定長寿命化計画策定長寿命化計画策定長寿命化計画策定・点検の実施体制の構築 事業費 補助事業費 補助事業費 補助事業費 補助（（（（仮称仮称仮称仮称））））・点検頻度の設定 （５年間限定）公園・修繕・補修実施の判断基準の設定 管理者が計画策定に・施設の改築計画の設定 要する費用に補助当該計画に基づく計画的な点検・診断の実施 国の支援対象については、「長寿命当該計画に基づく予防的な維持補修による長寿命化 化計画」に基づき維持管理されてい当該計画に基づく公園施設の改善・更新の実施 る施設 に限定
事業効果 子供や高齢者をはじめ、誰もが安全で安心して利用できる都市公園の整備が推進されることにより、安心で質の高い暮らしの実現が図られる。
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重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策 のののの 概 要概 要概 要概 要

政 策 課 題 Ⅲ 効率的・効果的な基盤整備 所管部局 農 林 部

〔施策の方向性〕 〔事業の概要〕 （ ）内は２０年度当初予算額
②.コストの更なる縮減と平準化 農業用水利施設農業用水利施設農業用水利施設農業用水利施設のののの維持修繕維持修繕維持修繕維持修繕・・・・更新費更新費更新費更新費のののの抑制抑制抑制抑制

道路橋道路橋道路橋道路橋やややや都市公園施設都市公園施設都市公園施設都市公園施設などでなどでなどでなどで、、、、長寿命化修繕計画長寿命化修繕計画長寿命化修繕計画長寿命化修繕計画をををを策定策定策定策定しししし、、、、事後的事後的事後的事後的なななな維持管理維持管理維持管理維持管理からからからから

予防保全的予防保全的予防保全的予防保全的なななな維持管理維持管理維持管理維持管理へのへのへのへの転換転換転換転換をををを図図図図りりりり、、、、ライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストライフサイクルコストをををを縮減縮減縮減縮減 基幹水利施設基幹水利施設基幹水利施設基幹水利施設ストックマネジメントストックマネジメントストックマネジメントストックマネジメント事業事業事業事業 【再掲】１７百万円（⑳ ５百万円）農業水利施設の施設更新コスト軽減のため、予防保全計画を策定し事後保全ではなく予防保全による改
〔施策展開イメージ〕 修整備により施設の長寿命化を図る。平成 20年度より倉橋ため池地区の機能診断調査を開始。平成 21年度は倉橋ため池地区の機能診断調査を完了し、施設全体の予防保全計画を策定する。国営第二十津川紀国営第二十津川紀国営第二十津川紀国営第二十津川紀のののの川土地改良事業費負担金川土地改良事業費負担金川土地改良事業費負担金川土地改良事業費負担金 【再掲】１２２百万円（⑳ ８３百万円）十津川紀の川土地改良事業で建設された基幹水利施設（大迫、津風呂ダム、下渕頭首工など）の改修整備を行う国直轄事業（H11～ H25完了予定）に対する奈良県負担金。国営農業用水再編対策事業費負担金国営農業用水再編対策事業費負担金国営農業用水再編対策事業費負担金国営農業用水再編対策事業費負担金 【再掲】６９５百万円（⑳７２７百万円）大和平野土地改良事業で建設された地区内水路等の改修整備を行う国直轄事業（H13～ H25完了予定）に対する奈良県負担金。土地改良施設維持管理適正化事業土地改良施設維持管理適正化事業土地改良施設維持管理適正化事業土地改良施設維持管理適正化事業 ２４百万円（⑳ ２４百万円）農業用用排水路、頭首工など農業水利施設の長寿命化を図り、維持管理コストを削減するために計画的な修繕工事を行う市町村、土地改良区に対し、国、県が積み立て方式にて補助。

現状現状現状現状・・・・課題課題課題課題

これまでこれまでこれまでこれまで取取取取りりりり組組組組みみみみ

目目目目 標標標標□徹底的なコスト縮減と事業費の平準化を図るため、計画的な予防保全対策を実施（H21：倉橋ため池地区予防保全調査）□地域住民を含めた管理体制の整備・施設の日常管理・軽微な補修による施設機能の維持
１１１１））））基幹的基幹的基幹的基幹的なななな農業水利施設農業水利施設農業水利施設農業水利施設（国営・県営施設）

２２２２））））そのそのそのその他他他他のののの農業水利施設農業水利施設農業水利施設農業水利施設

（（（（ためためためため池池池池・・・・取水井堰取水井堰取水井堰取水井堰・・・・農業用水路農業用水路農業用水路農業用水路などなどなどなど））））

基幹的基幹的基幹的基幹的なななな農業水利施設農業水利施設農業水利施設農業水利施設（国営・県営施設） 今後、耐用年数を超過し更新が必要となる施設が増加。事後保全(壊れてから更新)
ストックマネジメントストックマネジメントストックマネジメントストックマネジメントによるによるによるによる

コストコストコストコスト縮減縮減縮減縮減

0.05.010.015.020.025.030.035.0
S14 S17 S20 S23 S26 S29 S32 S35 S38 S41 S44 S47 S50 S53 S56 S59 S62 H2 H5 H8 H11 H14 H17水路延長(km) 県営 国営

農業用水路の建設年次建設後30年以上の施設が増加 予防保全（補修、補強により施設を長持ち）
□主要な農業水利施設である吉野川分水施設は、国営農業用水再編対策事業で事業実施中（Ｈ２５完了予定）□国営農地開発地区、倉橋ため池地区について予防保全を実施するための調査を開始。現在施設機能

ライフサイクルコスト
補修 補修予防保全事後保全 再構築

予防保全的対応従来の対応
長寿命化

コスト縮減
経過年次

予防保全のイメージ図

現状現状現状現状・・・・課題課題課題課題

これまでこれまでこれまでこれまで取取取取りりりり組組組組みみみみ

目目目目 標標標標□徹底的なコスト縮減と事業費の平準化を図るため、計画的な予防保全対策を実施（H21：倉橋ため池地区予防保全調査）□地域住民を含めた管理体制の整備・施設の日常管理・軽微な補修による施設機能の維持
１１１１））））基幹的基幹的基幹的基幹的なななな農業水利施設農業水利施設農業水利施設農業水利施設（国営・県営施設）

２２２２））））そのそのそのその他他他他のののの農業水利施設農業水利施設農業水利施設農業水利施設

（（（（ためためためため池池池池・・・・取水井堰取水井堰取水井堰取水井堰・・・・農業用水路農業用水路農業用水路農業用水路などなどなどなど））））

基幹的基幹的基幹的基幹的なななな農業水利施設農業水利施設農業水利施設農業水利施設（国営・県営施設） 今後、耐用年数を超過し更新が必要となる施設が増加。事後保全(壊れてから更新)
ストックマネジメントストックマネジメントストックマネジメントストックマネジメントによるによるによるによる

コストコストコストコスト縮減縮減縮減縮減

0.05.010.015.020.025.030.035.0
S14 S17 S20 S23 S26 S29 S32 S35 S38 S41 S44 S47 S50 S53 S56 S59 S62 H2 H5 H8 H11 H14 H17水路延長(km) 県営 国営

農業用水路の建設年次建設後30年以上の施設が増加0.05.010.015.020.025.030.035.0
S14 S17 S20 S23 S26 S29 S32 S35 S38 S41 S44 S47 S50 S53 S56 S59 S62 H2 H5 H8 H11 H14 H17水路延長(km) 県営 国営

農業用水路の建設年次建設後30年以上の施設が増加 予防保全（補修、補強により施設を長持ち）
□主要な農業水利施設である吉野川分水施設は、国営農業用水再編対策事業で事業実施中（Ｈ２５完了予定）□国営農地開発地区、倉橋ため池地区について予防保全を実施するための調査を開始。現在施設機能

ライフサイクルコスト
補修 補修予防保全事後保全 再構築

予防保全的対応従来の対応
長寿命化

コスト縮減
経過年次

予防保全のイメージ図
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重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策 のののの 概 要概 要概 要概 要

政 策 課 題 Ⅲ 効率的・効果的な基盤整備 所管部局 土木部 まちづくり推進局

〔施策の方向性〕 〔事業の概要〕 （ ）内は２０年度当初予算額
よりよりよりより効果発現効果発現効果発現効果発現にににに向向向向けたけたけたけた関係部局関係部局関係部局関係部局・・・・機関機関機関機関のののの連携強化連携強化連携強化連携強化 大和川の水質改善（３年でワースト１の汚名返上）

大和川大和川大和川大和川のののの水質改善水質改善水質改善水質改善 ○新大和川水質改善事業大和川水質改善事業大和川水質改善事業大和川水質改善事業【【【【県政重点課題推進枠県政重点課題推進枠県政重点課題推進枠県政重点課題推進枠】】】】 【再掲】２１百万円（⑳－百万円）
ワーストワーストワーストワースト１１１１のののの大和川大和川大和川大和川のののの水質水質水質水質をををを改善改善改善改善しししし、、、、汚名汚名汚名汚名をををを返上返上返上返上するためするためするためするため、、、、大和川清流復活大和川清流復活大和川清流復活大和川清流復活ネットネットネットネット 河川環境の保全整備や維持管理については、これまで地域の愛護団体と協働した取り組みを
ワークワークワークワークをををを設立設立設立設立しししし、、、、庁内庁内庁内庁内のののの部局部局部局部局のののの連携連携連携連携はもとよりはもとよりはもとよりはもとより、ＮＰＯ、ＮＰＯ、ＮＰＯ、ＮＰＯやややや流域市町村流域市町村流域市町村流域市町村、、、、国土交通省国土交通省国土交通省国土交通省 推進しており、支川毎、市町村毎の水質改善を推進するにおいても、住民団体やＮＰＯとと
とのとのとのとの連携連携連携連携によるによるによるによる取組取組取組取組をををを本格的本格的本格的本格的にににに実施実施実施実施 もに官民協働した流域ぐるみの取組を進める。また、特に水質の悪い支川については先進的に社会実験を実施するなど、重点的な対策を実施する。○県民への情報発信(県民に身近な河川の情報発信)

〔施策展開イメージ〕 (1)水質改善啓発の地域活動団体・ＮＰＯとの協働○支川毎の水質に応じた取り組みの実施(水質汚濁の激しい河川での重点的な取り組み)(1)社会実験○新大和川水質改善事業大和川水質改善事業大和川水質改善事業大和川水質改善事業【【【【県政重点課題推進枠県政重点課題推進枠県政重点課題推進枠県政重点課題推進枠】】】】 【再掲】２０百万円（⑳－百万円）水質改善事業を効率的かつ効果的に実施するため現状分析及び将来予測を行う。また、これからを担う子どもたちに大和川の現状を認識してもらい、大和川の水質の大切さを理解してもらう。○支川毎の水質の現状調査と水質汚濁負荷の徹底した分析（分析及び目標の設定）(1)汚濁負荷削減対策のシミュレーション検討業務(2)浄化センターの放流水質改善のための分析検討業務(3)水質測定装置設置費○県民への情報発信（小学生に、大和川の現状と課題を情報発信）(1)下水道の役割のＰＲパンフレット作成業務○新大和川水質改善事業大和川水質改善事業大和川水質改善事業大和川水質改善事業【【【【県政重点課題推進枠県政重点課題推進枠県政重点課題推進枠県政重点課題推進枠】】】】 【再掲】１０百万円（⑳－百万円）○支川毎の水質の現状調査と水質汚濁負荷の徹底した分析(1)大和川水質調査強化事業○県民への情報発信(1) 大和川清流復活ネットワークＨＰ等作成事業(2) ほたるの里づくり事業 等
３３３３年年年年ででででワーストワーストワーストワースト1

をををを脱却脱却脱却脱却！！！！

国際文化観光国際文化観光国際文化観光国際文化観光

都市都市都市都市にふさわしにふさわしにふさわしにふさわし

いいいい清流清流清流清流のののの復活復活復活復活をををを

目指目指目指目指すすすす！！！！

「「「「よみがえれよみがえれよみがえれよみがえれ！！！！大和川清流復活大作戦大和川清流復活大作戦大和川清流復活大作戦大和川清流復活大作戦」」」」①①①①大和川清流復活大和川清流復活大和川清流復活大和川清流復活ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの設立設立設立設立 （（（（平成平成平成平成20年年年年11月月月月18日日日日））））●県：景観・環境局、農林部、商工労働部、土木部 ●国土交通省●市町村 ●民間（住民団体、NPO、企業等）３３３３．．．．改善改善改善改善にににに向向向向けたけたけたけた取取取取りりりり組組組組みみみみ

○大和川の水質は、３年連続全国ワースト１！○下水道の普及とともに年々水質は改善。○支川別に見ると水質改善が進んでいない河川がある。 ３未満３～５未満５～８未満10～15未満15～20未満
BOD75%（mg/L)（平成18年）８～10未満

竜田川流域
葛城川中流域（土庫川）

菰川・菩提川岡崎川下流域◆水質改善が進まない支川における原因生活排水や畜産排水、事業所排水が河川に流入・合流式下水道の流域では、雨天時に汚水が河川に未処理放流される。水質水質水質水質のののの悪悪悪悪いいいい支川支川支川支川でのでのでのでの集中的集中的集中的集中的なななな対策対策対策対策がががが必要必要必要必要
◆大和川水系の汚濁の原因・ 汚れの原因の84%は家庭からの生活排水２２２２．．．．課課課課 題題題題

住民住民住民住民へのへのへのへの生活排水対策啓発活動生活排水対策啓発活動生活排水対策啓発活動生活排水対策啓発活動がががが必要必要必要必要・ 単独浄化槽による汚濁（下水道への接続、合併浄化槽への転換が必要）
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・ 山地が少なく 降水量も少ない⇒平常流量が少ない ・ 下水道の普及率・接続率が低迷。

②②②②支川毎支川毎支川毎支川毎のののの現状調査現状調査現状調査現状調査とととと水質汚濁負荷水質汚濁負荷水質汚濁負荷水質汚濁負荷のののの徹底徹底徹底徹底したしたしたした分析分析分析分析●支川毎・市町村毎の水質測定箇所の追加 ●支川毎の目標設定③③③③県民県民県民県民へのへのへのへの情報発信情報発信情報発信情報発信●支川毎の水質マップの公表 ●下水道の役割のＰＲ④④④④支川毎支川毎支川毎支川毎のののの水質水質水質水質にににに応応応応じたじたじたじた取取取取りりりり組組組組みみみみ●民間と協働した啓発活動 ●下水道への接続促進 ●社会実験の実施⑤⑤⑤⑤フォローアップフォローアップフォローアップフォローアップのののの実施実施実施実施
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重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策重 点 施 策 のののの 概 要概 要概 要概 要

政 策 課 題 Ⅲ 効率的・効果的な基盤整備 要 求 部 局 土 木 部

〔施策の方向性〕 〔事業の概要〕 （ ）内は２０年度当初予算額
④県民とのコミュニケーションの充実・強化
見見見見えるえるえるえる化化化化のののの推進推進推進推進（（（（道路系道路系道路系道路系）））） ○（仮称）奈良県渋滞解消見える化プラン（H21年度中に左記プランの策定）

（（（（仮称仮称仮称仮称））））奈良県渋滞解消見奈良県渋滞解消見奈良県渋滞解消見奈良県渋滞解消見えるえるえるえる化化化化プランプランプランプラン（（（（HHHH21212121年度中年度中年度中年度中にににに左記左記左記左記プランプランプランプランのののの策定策定策定策定）））） ○新奈良県渋滞解消計画策定事業［県政重点課題推進枠］ ３０百万円（⑳－百万円）
（（（（仮称仮称仮称仮称））））奈良県交通安全対策見奈良県交通安全対策見奈良県交通安全対策見奈良県交通安全対策見えるえるえるえる化化化化プランプランプランプラン（（（（HHHH21212121年度中年度中年度中年度中にににに課題箇所課題箇所課題箇所課題箇所のののの共有化共有化共有化共有化をををを図図図図るるるる）））） 効率的、効果的な渋滞対策を行っていくため、奈良県内における渋滞の解消を目的とした渋滞解消計画

道路道路道路道路がががが有有有有するするするする課題課題課題課題（（（（事故事故事故事故、、、、渋滞等渋滞等渋滞等渋滞等））））のののの大大大大きさをきさをきさをきさを利用者利用者利用者利用者やややや県民県民県民県民にににに提示提示提示提示（（（（見見見見えるえるえるえる化化化化）））） の策定を行う。計画策定にあたっては、客観的なデータに基づいた渋滞箇所の抽出を行うとともに、道
することですることですることですることで、、、、理解理解理解理解とととと協力協力協力協力をををを賜賜賜賜りりりり、、、、ハードハードハードハード及及及及びびびびソフトソフトソフトソフトのののの施策施策施策施策をををを効率的効率的効率的効率的・・・・効果的効果的効果的効果的にににに実施実施実施実施 路利用者とのコミュニケーションを通じて渋滞箇所の認識を共有し、道路利用者の実感と乖離のない計画とする。
見見見見えるえるえるえる化化化化のののの推進推進推進推進（（（（河川系河川系河川系河川系））））

大和川大和川大和川大和川のののの水質改善水質改善水質改善水質改善もももも、、、、支川毎支川毎支川毎支川毎にににに汚汚汚汚れのれのれのれの違違違違いをいをいをいを県民県民県民県民にににに提示提示提示提示（（（（見見見見えるえるえるえる化化化化））））することですることですることですることで、、、、

理解理解理解理解とととと協力協力協力協力をををを賜賜賜賜りりりり、、、、水質水質水質水質ワーストワーストワーストワースト１１１１のののの汚名汚名汚名汚名をををを返上返上返上返上

〔施策展開イメージ〕 ○（仮称）奈良県交通安全対策見える化プラン（H21年度中に課題箇所の共有化を図る）○課題 ・公共事業の実施に県民の意見が十分に取り入れられていない。・県民のニーズの把握が十分でない。・地域の声を施策に活かす手法が確立されていない。 ○新交通安全対策見える化事業［県政重点課題推進枠］ ２４百万円（⑳－百万円）○施策の目的 ・道路行政の透明性の向上 県民の安全で安心できる暮らしを支援するため、交通事故対策について、客観的なデータや指標に基づ・生活実感に沿った事業の実施 き事業を重点的に実施する。また、計画策定にあたっては、県民とのコミュニケーションを通じた課題・事業の効率的、効果的な推進 の共有化を図るとともに、事故原因の検証を進め、施策を分かりやすい形で公表する。○施策 計 画 策 定 見見見見えるえるえるえる化化化化プランプランプランプランの作成課題の把握・客観的データに基づいて課題箇所の抽出を行う。県民とのコミュニケーション 関係機関との連携・パブリックコメントやアンケート調査等により県民等に意見を求める。・意見を基に実証調査を行い、潜在的な課題を把握する。・県民ニーズとの乖離を把握し課題箇所を修正する。対策案の検討・課題箇所に対して対策案の検討を行う。実施計画の公表・わかりやすい形で事業の進め方や実施箇所を公表公表公表公表する。実 施 公表した見える化プランに基づき事業を実施する。評 価 定期的に事業効果の検証を行い、結果を公表する。プランの修正・改良 対策の改良、追加施策の検討を行い、プランを更新する。


